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解 説 

 参勤交代とは、将軍への臣従の証として幕府が大名を一定期間江戸に参勤させた制度で

す。1635（寛永 12）、徳川家光の代に出された武家諸法度の「大名小名、在江戸交替相定

むるところなり、毎歳夏四月中参勤致すべし」という規定により制度化され、諸大名は原

則として 1 年ごとの在府・在国を繰り返すこととなりました。当初参勤交代を命じられた

のは外様大名でしたが、のちに譜代大名や親藩も加えられました。 

 参勤交代の大名行列は、大名の石高や価格に応じた体裁を整えて威厳を示す必要があり

ました。そのため幕府が人数制限をしたにもかかわらず、必要以上に人数を増やすなどし

て大規模で華麗な編制となっていきました。 

福井とのかかわり 

福井藩の場合は 3 月下旬に福井を出発し、4 月初旬に江戸に到着することが通例となっ

ていました。経路は北国街道・中山道・美濃路経由で東海道に入るルートが一般的で、所

要日数はおよそ 14 日間でした。 

福井藩の参勤交代の人数については、およそ 1000 人程度だったと考えられます。例え

ば 1747（延享 4）近江で宿泊した際の宿割帳によると、宿泊者数は 953 人でした。 

幕末期の資料によれば、参勤交代の費用は、1849（嘉永 2）に 1888 両 2 朱、1851 年（嘉

永 2）に 2145 両となっており、2000 両前後を必要としていたことがわかります。 

また参勤にともない、1 年間江戸で生活することになるのですが、その費用（江戸入用）

が非常に膨大でした。1849 年の江戸入用は 4 万 6188 両 2 歩となり、これは当時の国元で

の費用である 1 万 3321 両 2 歩 2 朱をはるかにこえていました。 

資料の注目ポイント 

「天保武
ぶ

鑑
か ん

」は天保期における大名等の基本情報をまとめた資料集です。家紋、官位、

江戸城での控室、参勤の時期、諸道具、江戸屋敷の所在地、献上品や拝領品などがひと目

でわかるように記載されています。武士だけでなく町人や百姓にも重宝され、政務に、取

引に、お土産に、といろいろな場面で活用されたようです。 

画像は第 14 代福井藩主松平斉承
な り つ ぐ

の掲載箇所です。献上品をみると「銀 30 枚・綿 30 把」

と書かれています。 

ほかにも福井県ゆかりの大名としては、第 6 代丸岡藩主有馬徳
の り

純
ず み

、第 7 代勝山藩主小笠

原長貴
な が た か

、第 10 代小浜藩主酒井忠
た だ

進
ゆ き

、第 7 代大野藩主土井利
と し

忠
た だ

、第 7 代鯖江藩主間部詮
あ き

勝
か つ

ら

が掲載されています。 

1834年（天保 5）「天保武鑑」（松平斉承部分） 

吉川充雄家文書（当館蔵）デジタルアーカイブへ 

https://www.library-archives.pref.fukui.lg.jp/archive/da/detail?data_id=011-350899-1-p7
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関連資料、展示等 

名称 概要 備考 

「天保武鑑」 
吉川充雄家文書（当館蔵） 

資料番号 C0037-00604 

デジタルアーカイブ福井で閲覧可能。 

（松平斉承） https://www.library-archives.pref.fukui.lg.jp/archive/da/detail?data_id=011-350899-1-p7  

（有馬徳純） https://www.library-archives.pref.fukui.lg.jp/archive/da/detail?data_id=011-350899-1-p22  

（小笠原長貴） https://www.library-archives.pref.fukui.lg.jp/archive/da/detail?data_id=011-350899-1-p30  

（酒井忠進） https://www.library-archives.pref.fukui.lg.jp/archive/da/detail?data_id=011-350899-1-p31  

（土井利忠） https://www.library-archives.pref.fukui.lg.jp/archive/da/detail?data_id=011-350899-1-p40  

（間部詮勝） https://www.library-archives.pref.fukui.lg.jp/archive/da/detail?data_id=011-350899-1-p55  

福井県文書館月替展示 

「春嶽の旅日記 

－「東海紀行」でたどる参勤交代－」 

「天保武鑑」を展示。 
当館 WEBで公開中。 

https://www.library-archives.pref.fukui.lg.jp/fukui/08/m-exhbt/20170102AM/20170102.html 
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